




（平成 20年 10月 31日受理） 
 
Research Regarding the Actual Condition Grasp of the Human 




I goes out in the main stricken area of the whole country where wore big damage with 
the Heisei 18 year‘s heavy snowfall and, collect, tidy the photograph and ata in that time 
and id the study about the reduction pla f snow damage risk.  I understood that there were 
many human damage in eastern Japan nd much house damage in Western Japan. 
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１．はじめに 















な中で 1 月 14日には全国各地で 3月下旬から 4月下旬の暖かさとなり，雪崩や融雪による被
害が続出し，2月21日に，気象庁は「平成 18 年豪雪」と命名した． 
 
*   建築学科 教授（Department of Architecture and Engineering, Professor） 
３．被害の状況（全国）1) 
３．１．人的被害⇒東日本で多かった 
 人的被害は，表１に示した如く，全国で死者 152人，重傷者902人，軽傷者 1,243人と
大変多くなった．道府県別に見ると，死者は新潟県32人，秋田県24人，北海道 18 人，福






  住家被害は，表１に示した如く，全国で全壊 18 棟，半壊28棟，一部損壊4,667棟の
如くで，圧倒的に一部損壊の被害が多かった．その被害総棟数(一部損壊)について道府県
別に見ると，広島県 1,069(1,062)棟，滋賀県 860(851)棟，島根県 697(696)棟，岐阜県
603(601)棟，秋田県503(500)棟と，西日本で多かった． 
 
表１ 平成18年豪雪の被害の状況 人的・住家被害 1) 
（平成 17 年 12 月 1 日～平成 18 年3 月31 日：消防庁調べ） 
（重傷） （軽傷） (床上)  (床下)
北海道  18 134 268 1 97 2
青森県   7 74 108 22 8
岩手県   2 10 4 1 16
秋田県   24 71 156 3 500 4 18
山形県   13 160 110 2 1 41 1
福島県    3 27 38 1 68 19
栃木県 3
群馬県  1 8 30 5
千葉県 1 2
神奈川県 2 4
新潟県   32 114 174 1 2 86 5 18
富山県   4 44 58 2 16 6
石川県    6 11 13 1 3 1 6
福井県   14 36 126 1 2 46 2
山梨県 2
長野県     8 106 56 4 1 25 1 10
岐阜県   4 49 36 2 601 7
愛知県  1 1 3 8
滋賀県    4 7 9 3 6 851 4
京都府    4 2 1 4 207 1
兵庫県    1 3 8 1 2 206
奈良県 15
鳥取県  3 1 5 76
島根県   2 8 14 1 696
岡山県  1 2 19
広島県   4 28 12 2 1 1,062
山口県  1 2 1



















 人的被害は，北海道全体で，死者 18人，重傷 134人，軽傷 268人と大変多かった．住
家被害は，全壊 1 棟，一部損壊 97 棟，床下浸水 2 棟と比較的少なかった．北海道では札
幌市から小樽市・積丹半島・岩内町にかけての日本海側で平年より40cm以上積雪が多くな










 人的被害は，秋田県全体で，死者 24人，重傷 71人，軽傷 156人と大変多かった．住家
被害は，全壊 2 棟，半壊 1棟，一部損壊 41 棟，床上浸水 1 棟と比較的少なかった．人的
被害は特別豪雪地帯の仙北市に多く見られたが，住家被害は比較的雪の少ない秋田市から
男鹿半島にかけて見られた．以下，仙北市における人的被害と住家被害について見てみる．
尚，JA共済の共済金 2)は，秋田県全体で 1,400件に 3億 8千万円(平均 27万円/件)が支払
われた． 
 人的被害は，仙北市で 41件と最も多かった．その内訳は死亡5人，重傷 7人，軽傷 29
人であった． 
 原因別に見ると，屋根から転落23人，梯子(脚立)から転落7人，敷地内で転倒等5人，
屋根からの落雪2人，除雪機に挟まれた･発症した・冬囲いが転倒・雪崩が各 1 人であった． 
 年齢 (男/女) 別に見ると，39才以下 1(1/0)人，40才代 8(7/1)人，50才代6(4/2)人，
60才代9(7/2)人，70才代 12(8/4)人，80才代5(3/2)人，90才以上0(0/0)人であった．70
才代の高齢者が主に被害に遭っていることが特徴的である． 
 発生時期別に見ると，12月 1～15日 1 人，12月 16～31日 17人，1 月 1～15日 12人，1
月 16～31日4人，2月 1～15日6人，2月 16日以降 1 人であった．雪は 12月中旬から翌
年の 1月中旬にかけて沢山降ったが，その時期に多くの事故が発生した． 











 人的被害は，山形県全体で，死者 13人，重傷 160人，軽傷 110人と大変多かった．住
家被害は，全壊 2棟，半壊 1棟，一部損壊 41 棟，床上浸水 1棟と比較的少なかった．市
町村別に見ると，米沢市に人的被害と住家被害が最も多く見られたので，以下，米沢市に
ついて見てみる．尚，JA 共済の共済金 2)は，山形県全体で 420 件に 2 億円(平均 46 万 9
千円/件)が支払われた． 
 人的被害は，米沢市で38件発生し，死亡 1 人，重傷20人，軽傷 17人であった． 
 原因別に見ると，屋根から転落26人，屋根からの落雪(氷柱・雪塊)7人，除雪機に挟ま
れた3人，敷地内で転倒等 1 人，川に転落 1 人であった． 
 年齢 (男/女) 別に見ると，39才以下4(4/0)人，40才代4(4/0)人，50才代9(9/0)人，
60才代 8(4/4)人，70才代 11(10/1)人，80才代2(2/0)人，90才以上0(0/0)人であった．
比較的若い30～59才代の世帯主が被害に遭っていることが特徴的である． 
 発生時期別に見ると，12月 1～15日3人，12月 16～31日 14人，1 月 1～15日 12人，1
















 人的被害は，新潟県全体で，死者 32人，重傷 114人，軽傷 174人と大変多かった．住
家被害は，全壊 1棟，半壊 2棟，一部損壊 86棟，床上浸水 5棟，床下浸水 18棟と比較的
少なかった．人的被害は豪雪地帯全域に広がったが，住家被害は南魚沼市に集中的に見ら
れた．以下，南魚沼市における人的被害と住家被害について見てみる．尚，JA 共済の共






 年齢 (男/女) 別に見ると，39才以下5(5/0)人，40才代4(4/0)人，50才代 12(10/2)人，
60才代 17(15/2)人，70才代 11(6/5)人，80才代7(5/2)人，90才以上0(0/0)人であった．
39才以下の比較的若い男性が被害に遭っていることが特徴的である． 
 発生時期別に見ると，12月 1～15日3人，12月 16～31日 15人，1 月 1～15日25人，1
月 16～31日 10人，2月 1～15日3人，2月 16日以降0人であった．雪は 12月中旬から翌
年の 1月中旬にかけて沢山降ったが，その時期に多くの事故が発生した． 
 南魚沼市の住家被害は，全壊0棟，半壊 1 棟，一部損壊55棟の合計56棟と比較的少な






不明各 1 件であった． 
 事故の発生時期別に見ると，12月5件，1 月33件，2月2件，不明 11 件であった． 
雪は 12月中旬から翌年の 1 月中旬にかけて沢山降ったが，積雪が多くなった 1 月に多
くの事故が発生した． 
 被害にあった部位について見ると，軒先の損傷33件(軒22件，樋7件，垂木3件，破風
1件，庇 1件)，窓や戸の損傷 11 件(ガラス5件，サッシ3件，玄関戸・フラッシュドア・
網戸各 1 件)，屋根の損傷 10件(大屋根・玄関・下屋・廊下の屋根陥没など 8 件，峰割 1
件，雪止め 1件) ，壁の損傷 8件(外壁7件，内壁 1 件)，設備の損傷6件(煙突2件，ボイ
ラー・ガス管・クーラー室外機・換気扇各 1 件)，浸水3件(床下2件，床上 1 件)，その他







 人的被害は，岐阜県全体で，死者 4 人，重傷 49人，軽傷 36 人と比較的少なかったが，
住家被害は，半壊 2棟，一部損壊 601棟，床下浸水 7棟と多く，その大部分が本巣市で生
じた．以下，本巣市における住家被害について見てみる．尚，根尾地区は特別豪雪地帯，
神海地区は豪雪地帯に位置するため，その 2 地区に分けて整理して見る．尚，JA 共済の
共済金 2)は，岐阜県全体で 3,464件に 13億 3千万円(平均 38万 5千円/件)が支払われた． 
【根尾地区】 
 住家被害は実数で 54棟であった．その内訳(複数被害有り)は，屋根 46棟(1階 35棟(階
の指定の無いものも含む)，2階 11棟)，庇 13棟(1階 9棟，2階 4棟)，瓦のズレ 3棟，サ
ッシ破損 1棟，ベランダの屋根破損 1棟であった． 
発生時期は，不明が 27棟あったが，12月 22日 1棟，22日 1棟，23日 6棟，24日 9
棟，25日 2棟，26日 4棟，27日 2棟，28日 3棟，29日 4棟で，1月 2日 1棟，4日 1
棟と 1月に入ってからは住家被害は殆んど出なかった． 
被害の発生時刻は，10時台と 11時台が各 5棟で，18時台が 2棟，6時から 9時台並び
に 14時から 17時台は各 1棟，不明 34棟であった．事故は，日中の気温が上がり，屋根
雪が滑り落ち易くなる時間帯に多く発生したが夜間にも多く発生したものと推察される． 
【神海地区】 
 住家被害は実数で 34 棟であった．その内訳(複数被害有り)は，屋根北側庇 24棟(1階 8
棟，2階 16棟)，南側庇 3棟(1階 0棟，2階 3棟)，東側庇 3棟(1階 1棟，2階 2棟)，西
側庇 2棟(1階 1棟，2階 1棟)，峰破損 5棟，瓦破損 3棟(北側 2棟，西側 1棟)であった． 
 屋根の庇(軒)の被害の程度は，2 間 8 軒，3 間 8軒，5 間 6 軒，4 間 5 軒，1 間 2 軒，7
間 1軒，10間 1軒とかなり大規模な損傷を受けた住家が多く見られた． 






 人的被害は，滋賀県全体で，死者 4人，重傷 7人，軽傷 9人と比較的少なかったが，住
家被害は，全壊 3棟，半壊 6棟，一部損壊 851棟，床下浸水 4棟と多かった．住家被害に




で 936件に 3億 1千万円(平均 33万円/件)が支払われた． 
 住家被害が 10 棟以上に及んだ町は，大路町 13棟，尊勝寺町 10 棟，高畑町 10棟(含半












 人的被害は，島根県全体で，死者 2 人，重傷 8 人，軽傷 14 人と比較的少なかったが，
住家被害は，半壊 1棟，一部損壊 696棟と多かった．住家被害について市町村別に見ると，
奥出雲町が 298棟，雲南市が 71棟，飯南市が 33棟の如く，奥出雲町の被害が突出してい
たので，その被災状況について整理して見てみる． 
 尚，島根県ではその復旧に，雪害復旧支援事業助成金(国庫補助率 45%の地域住宅交付




10億 1千万円(平均 52万 9千円/件)が支払われた． 
 奥出雲町の人的被害は，重傷 1人，軽傷 2人と少なかった． 
 住家被害は一部損壊のみであるが 286棟に上り，馬木地区 74棟，八川地区 58棟，鳥上
地区 53棟，横田地区 36棟，三成地区 24棟，亀嵩地区 16棟，三沢地区 5棟，布勢地区 0
棟と，地区によって被害数に差が見られた． 
 その原因は，積雪 322件，屋根の雪づり 5件である． 
被害箇所は，屋根軒 297 件，屋根部 17件，庇 4 件，ガラス・サッシ損傷 3件，外壁 3




舎における垂直積雪量は，比婆郡高野町 2.25m(標高 570m)，山県郡芸北町 1.95m(標高
584m)，佐伯郡吉和町 1.80m(標高 579m)，比婆郡比和町 1.65m(標高 418m)等とされてい
る．平成 18 年豪雪ではこの垂直積雪量を遙かに超える箇所が続出し，大きな被害をもた
らした．因みに，JA 共済の共済金 2)は，広島県全体で 2,227 件に 9 億 1 千万円(平均 40
万 7千円/件)が支払われた． 
 人的被害は，広島県全体で，死者 4 人，重傷 28人，軽傷 12 人と比較的少なかったが，
住家被害は，全壊 2棟，半壊 1棟，一部損壊 1,062棟と全国で最も多かった．市町村別に
見ると，12月は庄原市 250棟，米原市 171 棟(含全壊 1 棟)，三次市 37棟，広島市 16棟
であったが，1月に入ると庄原市 567棟(含全壊・半壊各 1棟)，三次市 102棟(含全壊 1棟)，
北広島市 130棟と拡大した．以下，庄原市の住家被害が最も多かったので，その地区別に
被害の実態について見てみる．尚，庄原市の庁舎の標高は 289mで，その垂直積雪量は 89cm
と想定されていたが，約 2倍の 1.5～2m程度の雪に見舞われた． 
 庄原市内の地区別に得られた資料で人的被害を見ると，西城地区:重傷5人・軽傷 1 人，
東城地区:重傷3人・軽傷2人，庄原地区:死者 1 人・重傷2人・軽傷0人，口和地区:重傷
1人・軽傷2人，比和地区:重傷2人・軽傷2人，高野地区死者2人・重傷2人・軽傷 1 人，
総領地区:重傷0人・軽傷 1 人で，その合計は死者3人・重傷 15人・軽傷9人であった． 
 住家被害を見ると，西城地区:230棟，東城地区:150棟(含半壊 1 棟)，庄原地区:101棟，
口和地区: 101棟，比和地区:75棟，高野地区:60棟(含全壊 1棟)，総領地区: 13棟で，そ





























































 平成 18 年豪雪では年末の忙しさに追われて雪処理が遅れ，沢山の建物に被害が生じた．
それを回避するための情報発信として以下の如くのことが必要と考えられる． 
① 気象庁に長期予報の精度を上げ，信頼性を高めて貰う． 





































1） 内閣府：平成 18年豪雪による被害状況等について（第 9報），平成 18年 9月 26日 
2） JA共済：平成 18年豪雪 支払い共済金 76億円―雪害による支払い金額過去最高―，
平成 18年 4月 19日 
